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茨城県カツオ一本釣漁場（漁業）の実態について
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はじめに

本県のカツオ一本的漁船は昨和41～42年頃までは，5月下旬から8月上旬までの期間′近海蘭

場にお小てビンナガマグロおよびカツオを釣獲するカツオ一本釣漁業に従事し・サンマ漁業が解禁さ

れる9月から11月頃までの間払近海に形成されるサンマ碑場にかいてサンマ俸受網漁業を行ない

さらにサンマ資源の衰退にともなって，11，12月ごろから翌年5月・西之島周辺の竿釣ピソナガ

漁場が形される項まで，本県東方，東径145－15ヂ周辺でビンナガマグロを対象とする延縄兼一

本釣漁業を行売ってきた。これがいわゆる，本県船の「三聯漁業」と呼ばれるものであった0

しかし，近年，サンマ棒受網漁業はサンマ資源の減少によれ年々・出漁船が成少し，昭和＝年

には本県カツオ一本釣漁船25賃（波崎所属の4優を除く）のうち，当水車試験場所囁船水戸丸がこ

れに出漁しただけで，他の金剛咄漁をとりやめた0また一冬斯，本県東方に形成亨れる延簡兼一本

釣漁場への出漁船も海面が波浪して操業に危険がともなうこと・資源的にもあーまり期待できないこと

などから出漁船が減少し，昭和48年には2隻がこれに出漁しただけであった0そして．それらに変っ

て両時軌　カツオ一本釣漁業を行なうように覆ってきた0

すなわち，5月末に西之島郎県東径155－140号北緯25－500）に形成されるビンナガ漁

場へ出漁し，その後，漁場の北上につれて，船も北上する。時期が進むにつれて，最机　ビンナガマ

グロが主体であったのが，ビンナガ漁場の衰退に伴かへ次第にカツオこ魚にかわり，カツオの割合が

増加してゆく。こゝ数年の傾向をみると，8月上旬，ち上うど，ビンナガマグロとカツオの漁獲量と

が同じ琶駐となり，その後，カツオの割合が多くなる∩梅雨明けとなる7月には・ビンナガ漁獲量は

ほとんど皆無と在れ漁獲物はカツオだけとたる。そして，そのまゝ，10月までカツオ漁が続くq

10月上旬，漁場が東捲150－1占50，北緯40－450　まで北上したところで，東北海域でのカ

ッォ漁場は終漁する。そこで，一転して各カツオ一本釣漁船は一航海25－55日間の南方カツオ漁

場へ出かけはじめる。それは5月未の近海ビンナガ漁場が形成されるころまで続けられる。このよう

なタイプが本県カツオ一本的漁船の操業形態として，次第に固定化してきている。このような変化を

もたらした原因として，前述のサンマ資源の減少の他に，乗組員の減少などがあげられる。

本県カツオ一本釣漁船は（1）過去数回，大型化をくわ返してきたが，現在，南方カツオ一本釣漁場で

の操業を効果的なものにするため，170、（190トン型輪から240－580トン塑船へと移行し

っっぁる。うた，代船建造湖において乗組員の不尽，投機的生産活動へのイく安などから，建造をあき

らめるケースが続出し，船数が漸軋．減少の傾向にあることは水産にたずさわる一員として，誠に

淋しいことである。一方，乗組員の不足を補なうため，自動カツオ一本釣機の研究が進められ，昭和

48年から本県船も実用化しはじめている。硯在の自動カツオ釣棚は，ビンナガマグロの釣猿には人

以上の働ら享が期待できるものの，カツオ釣確にはまだ，小安な要素が残されているようである。

漁船の大型化はスクビリティーの増大および食糧，燃料，漁獲物等の倉庫を大きくさせ（急速冷療

装置も備え亨せた），長期航海を可鰍・・′こさせた．】このことは，長親航海となる南方カツオ漁場への進



出を可能脛させただけで発く，5，占月に操業するビンナガ漁に机いても漁場を遠方化させることを可能に

させた。一方，大型化は船員童を広くとカ，乗組員の校上での生楢を以前よカ勤、なものにさせた∩

・韓一章　　漁法別にみたカツオおよびヒンナガマグロ漁獲量のt4）全国と（5）茨

城県との比較について

表1の通力，本県のカツオ漁撞量は昭和44年にいたって，カツオ一本釣漁法による漁獲量が急増

し，昭和41年に近海カツオ漁場が記録的な好漁場となった年とはゞ同量の漁姓量をあげさせるよう

表1漁法別にみたカツオ漁獲量の全国と茨城県との比較

（ただし，全国計は年次，茨城県計は年度）

年 区　　　 分 一一 本 釣 ま　 き　 網 匹　 縄 総　　 計

昭 利 全　　　　　 国 1 5 1 5 4 0 7 4 4 7 1，1 5 5 1 8 8．4 5 2

4 5 茨　　 城　　 県 5ノ 9 占 1，d 8 7 1 5 1 5，7 0 9

茨 城 県 ／ 全 国 2 ．4 喀 2 27 喀 1 5．5 喀 5＿4 喀

4 4

全　　　　　　 国 1 6 曳4 5 5 1 0，8 2 8

5 8

－

茨　　 城　　 県 1 0，0 5 9 5，口9 0 1 5，4 5 8

茨 城 県 ／ 全 国 8．2 喀 2 9 1 喀 －

4 5

全　　　　　　 国 1 8 7，4 5 8 1 0 8 1 －

1 2．4 8 1茨　　 城　　 県 1 1，5 7 8 9 2 占 1 0 5

茨 城 県 ／ 全 国 占．1 喀 1 5＿1 喀 ー －

（単位：トン）

になった。これは本県のカツオ一本的船のカツオ漁期が前述の通力，冬期に南方カツオ漁場へ進出す

るようになったこと，秋期にサンマ漁業を行なわないで，カツオ北上群が北繕40し（450の北上末

端へ達する9，10月にも，カツオ漁を続けるようになったことなど，漁期がながくなったととによ

る。全国のカツオ漁獲量を漁法帥てみると，一本釣漁法による漁獲竜が全体の90喀以上を占めてき

たが，本県での漁獲量割合も一本釣による漁拉量がカツオ一本釣漁楯の操業形体の変化にともなって

全体の90釘以上に達する年（昭和45年）も出現するようになった。まき網による漁獲芸も，昭和

45年は低調であったが，本県の基幹漁業であれ全国の同漁法による漁獲実作占める割合は大きしへ。

ヵッォまき網船では111トン型－そうまき網による漁趨量が大半を占め，残カの大部分は99トン

型2そうせき網船によって漁獲されている。

ビンナガ漁嬢量は表2の通わである。漁法別にみた漁獲量は，全国計では延縄による漁獲竜が最も

多いが，本県では一本釣による漁捲最が最も多いq卯年，この漁法による漁獲量のうち・全国に対す

る本県の占める割合は15喀程度である。延縄による漁獲量も，主に北部太平洋で漁獲されているよ

ぅであるが，一本釣による漁礁竜は本県の場合，北部太平洋のうちでも，北緯250以北の北西部太

平洋に限られている。また．北緯250以南では，ビンナガマグロは表層にあらわれないため・一本

釣による漁獲は困難なように考えられているっ



表2　漁法別にみたビンナガ娘役竜の全国と一茨城県との比牽

（ただし，全国計は年次，茨城県計は年度）

l 年
区　　　 分 一　 本　 釣

延　 縄 と　l せ　 き 網 ‾‾丁 ．盲 ‾‾　 計

昭和 全　　　　　 国 1 占，5 9 7 5 2．8 5 1 5 占7 る銅 7 5

4 5 ≡茨　　 城　　 県 2，5 8 1 5．0 7 4 2 5，5 7 5

茨 城 県 ／ 全 国 1 4．5 髄 5．8 喀 0．5 喀

1 8

B＿0 笛

4 4

と全　　　　 国 5 1．9 1 2 4 4，4 7 8 －

茨　　 城　　 県 4．7 1 9 1，8 5 1 占，5 7 2

茨 城 県 ／ 全 国 1 4．8 喀 4 ．1 喀

4 5

全　　　　　　 国 2 4，2 8 5 5 8，5 2 9 －

4，9 9 5茨　　 城　　 県 1　　 4，2 2 5 7 2 2 4 7

茨 城 県 ／ 全 国 1 7：4 感 1．8 癌 －

（単位：トン）

第2章　　本県のカツオ一本　漁業の最近の動向（昭和42－48年の各4

～・7月）

1．1日1拾当カの平均漁獲量（表5）

4月上旬の漁獲嶺は1トン未満の年が過去5年のうち，4年もあり低調である。中旬に入るとや

や増加するが，下旬においては減少する。4月は全般的にみて，1トン末梢の年が多い¢この理由

表5・可別にみた本県カツオ一本釣船の1日1橋当りの平均漁獲竜

（但し，17：D Oまでのもの）

「 昭 扁 4 2 年 l
昭 和 4 5 年 昭 和 4 4 年 し眉

旬 0．7 0．4 2 ．1

′可 0．9 0．4 1．4

旬 0．8 几 8 0．5

旬 1．5 0．8 1．2

旬 2 ．5 0．8 4．2

旬　 ≧　　　 5＿0 2 ．1 4．1

乍） 2 ．5 2 ．5 5．7

句 2 ＿7 1．8 8，0

／戸7 2．4 1．5 4．8

旬 5．5 1．5 2．5

l

旬
！　　 2．8

2．9 4．0

旬 8．9 1－4　 1　 5・D

し単位：トン）
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は1つには，この時期の主漁乳すなわち，西之島周辺漁場にお・ける漁業所動は朝早くの操業と日

没近くから始まる操業とに限られてしつるため，本デークの入手時刻（17‥O D）以後，漁獲され

る竜　か意　あるのではモいかと考えられる．⊃　5月に入ると次掛こ漁獲量・：・ま増加し，各年の平均は

1トン以上となる。そして，中，下旬と時期が進行すると共に漁獲量も増加し，5月‾下旬に極大と

なり，各年とも5トン以上となる。6月上旬，やも漁獲量は減少するが，この時期に次第にその魚

種割合が減少してきたビンナガ漁と，増加してきたカツオ漁とが同じ程度となる。そして，その以

後カツオ漁の方が感んになれ　る月下旬に感漁期と在った後，，7月中旬わずかに漁が上向くもの

の，減少の途をたどる。

2．1日当少の平均漁獲量（表4）

昭和42㌦4d年の漁獲量は表4の通わである。4月は漁獲量も少なく横ばいであるが，5月上

旬から増加しはじめ．5月下旬に極大と．在った後8月上旬にやゝ減少し，占月中旬に再び極大と浸

り，その後，減少するというパターンが固定化しているようである。

5．1日当カの操業漁船数（表5）

齢の大型化によカ，搭載重量が増加したことによカ，－航海当りの所要日数が増加した。そのた

め，漁場での操業日数は出入港に要する日数が減少した分だけ増加した。齢数の減少は表5から明

らかなように，年々戒少してかカ，昭和4占年には減少が見られなかったもの1，昭和47年には

すでに4隻滅騎している。

表4　旬別にみた本県カツオ一本釣漁船の1日当＿りの平均漁獲竜

（但し．17：O Dまでのもの）

昭和42年

4　月　上旬

中　旬

下　旬

5　月　上　旬

中　旬

■卜　旬

占　月　上旬

中　旬

‾下　旬

旬

　

何

　

句

上

　

中

　

下

口
り

4
　
　
　
5
　
　
　
8

7
石
　
　
　
〇
八
　
　
　
4

′

8

　

　

　

5

　

　

　

7

（単位二：トン）

昭 和 4 5 年 昭 和 4 4 年 昭 利 4 5 年 昭 和 4 6 年

4 ．9 5　 4 ．1 5 ．7 1 8 ．2

8 ．8 5　 0 ．0 る・2　 弓 5 【1 9

1 9し 2

1 （；．5

1 0 ．9 1 0 ．9 5　 0 ．0

5　 0 ．9 1 2 ．5 4　 0 ．7

1 6 ．8 8 1，4　　　　　　 5　4 ．2 5　 9 ． 1

5　 5．d 8　 0 ．2 8　 5 ，9 8　鼠 4

d　 O． 0 7　 8 ． 1 占　 0 ．8 占　 7 0

■　4　4 ．5 1 D 1．5 5　 5 ．5 9 1＿　4

5　 4 ．5 7　 8 ．7 7　 4 ．5 5　 2 ．7

5 〔1．n 4　 2 ．4 4　 R ．7 1 R B

8　 2 ．2 5　 鼠　 4 l　 ・4 5 ・9
】　 5 0 ．4

2　 4 ．5 5 鼠 5　 1　 2 8 ・4 2 1、 4
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（単位：隻）

乗5　旬別にみた本県カツオ一本釣漁棺の1日当＿りの平均棋漠漁船数

4　月　上旬

中　旬

下　旬

5　月　上旬

中　旬

‾下　旬

d　月　上　旬

中　旬

下　旬

7　月　上旬

中　旬

下　旬

昭 利 4 5 年 昭 和 4 4 年
昭 和 4 5 年 i

昭 和 4 占年

1 5 ．8 1 占．1 9 4 1 7．占

2　 5 ．5 2 1．6 1 5 ．9 1 千　 二

2 1．7 2 1．0 1 往 2 1 8 ．9

2　 8 ．9 2　 8．占 1 8 ．8 1 7 9

2　 2 ．4 1 鼠　 4 1 9 ．0 1 8 ．8

2　 8 ．1 1 ♀ 7 1 4 ．5 1 8 ．5

2　 4 ．d 2 1．2 1 6 ．占 1 5 ． 0

2　 4 ． 1 1 6 ，8 1 5 ．2 1 5 ．5

2　 5 ．4 1 8 ．8 1 4 ．7 1 7 4

2　 2 ．8 1 8 ．9 1 2 ．7 1 5． 2

2 1．8 】　 1 4 ．8 ！　 1 8 ．9 1 5．d

4．漁獲物の魚種割合

本県船によるビンナガマグロ漁獲量は表占の通り，4月初頭にはすでに始まっておれ　5月中，

下旬ころに嘩大に適した後減少しはじめ，7月に入るとほとんど漁がなくなるのが通例である。し

かし，昭和46年はビンナガ漁が4月上旬から好調で，しかも，漁期も長く続き，最盛期は占月中

旬に形成された。この原囚として．西之島周辺に形成されるビノナガ漁場が例年より魯富貴資源を

もたらしたこと，ここ年々，ビンナガ漁場の東北方への拡大があわ，こゝに好漁場が形成きれたこ

とによる。

一方，カツオ漁は4月から漁獲される年もあるが，その漁獲量壮表7｛〇通力，4，5月は少なく

占月に入ってから急激に増加する。6月＿上二旬，ビンナガマグロとカツオ漁獲貴とが同程度となれ

続いて占月下旬にはカツオ漁の最盛期となる。7月に入るとビンナガマグロの漁姓は貴くなるので

漁獲物のほとんどがカツオと茂る。

これらの魚種以外にバチ類，ルーラ等も漁獲されるが，その魚種割合の詳細は（2）「茨城県カツオ

一本釣漁船の漁場実態について」も、よび表8にかかけた。

第5章　　魚群探索について

ビンナガマグロかよぴカツオは，その付き物によっていくつかに分けることができる。また，付き

物は魚群探索にとって違背を手がかりと覆る．。

本県のカツオ一事釣鴨によるビンナガマグロおよびカツオrつ漁獲につレ1て，その群態をみると，昭

和45，4占年においては表9，表10の通．りであった。息付許が最も多く，次いでハネ群，素群，

木村，サメ付，クジラ付，餌持評語どでの漁獲がみられる。鳥付群は漁期全般にわたって広く見られ

付許の大半を占める。‾また．ハネ群はビンナガマグロ群の特徴とも思われ，東北海域でカツオ群が素
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表占　本媒カツオ一本釣船による1［］当りの句別ビンナガマグロ漁獲量

（カッこコ内は全体に占めるビンナガマグロの割合）

単位：トン（カツコ内は承）

昭 和 4 2 年 昭 和 4 5 年 昭 和 4 4 年 昭 利 4 5 年 昭 和 4 8 年

1 8．5 （ 9 ス7 ） 4 ．9 （1 0 0，0 ） ．2 5 ．1 （7 5．占） 4．4 （7 8．5 ） 1 8．2 （1 0 0．口）

1 8．8 （1 0 0．0 ） “　 （7 7．2 ） 1 2 チ2 （9 7 4 ） 6．1 （9 8．1 ） 5 0．9 （1 0 0．0 ）

1 8．1 （9 R l ） 5．7　 （1 9 5 ） 1 0．8 （9 6．占） 鼠8 （8 9．9 ） 5 0．0　 （9 9 7 ）

2 8＿る （8 0．9 ） 1 4．9　 （9 0．D 〕品＿＿． 至0・7 （9 9・2 ） 1 2．2 （9 8．9 〕 4 0．7 （1 0 0．0 ）

占占．占 （9 0．8 ） r 1 8・5 （9 7 2 〕 7 8 5 （9 ム2 ） 5 2．8 （9 5 ．8 ）ミ5 B・1 （5 ユ5 ）

7 4．1 （9 5．5 ） 4 エロ　 （8 7 8 ） ム4．7 （8 0．8 ） 8 1．7 （9 7 4 ） d a 5 （9 8 ．5 ）

48．7（81．9）

41．5（古口．9）

占（1

0．D（－）

0．0（－）

0．0　（－）

42．4　（70．d）

5スる（84．8）

14．7（42．7）

0．0（－）

0．0（－）

0．0　（－）

58．8（49」7）

D．占（0．5）

0．8（0．8）

2．1（5．0）

0．0（－）

0．0（－）

54．7（5ス1）

15．8（28．2）

5．9（5．5）

1．7（5・5）

ま7（a4）

0．1（0．5）

表7　カツオ一本釣漁船による一日当カのカツオ漁獲量の旬別実態

昭 4 2 昭 4　5

4　月 上 旬 0．4 0．0

中 旬 0．0 2．0

下 旬 1　　 0．2 1 5，4

dd．d　（99」5）

91．4（100．0）

21．2　（40．2）

1．2（　5．9）

1．8（5，9〕

0．0　（一一〕

（単位：トン）

昭 4 4 昭 4 5 昭 4 d

1．2 1．4 ロ．0

8 ．7 D ，1 0 ．0

0 ． 1 1 ． 1 0 ， 1

0．8 0 ． 1 0 ，0

0． 5 1． 4 1 ． 1

1 1．5 2 ．2 1 ．2

5　 8 ，8 2　 占．1 0 ． 5

1 0　 ロ，7 5　 9　 D 0 ．D

7　 5 ．9 占　 9 7 5 1．4

4　 0 ．5 4　 る．7 1 且 4

5　 9 4 4　 0 ．1 2　 日＿5

21．4



衰8　昭扉46年の本県カツオ一本釣船による漁獲物の魚種割合

単位：トン（カッコ内は径）

月 ・ 旬
　　　 l

カ ツ オ
ビ ン ナ ガ マ グ ロ　 ≒　 バ チ 竿 計

4　 月　 上　 旬 0．0 （ － ） 8 1．2 （1 0 0．8 ） 0．□（ － ） 8 1．2 （1 0 0．ロ）

中　 旬 0．0 （ － ） 1 8 5．2 （1 0 0．D ） 0．0 （ － ） 1 8 5 ．2 （1 0 0．0 ）

下　 旬 0．5 （ 0．2 ） 2 5 チ4　 （9 チ7 ） 0．5 （0．1 ） 2 4 0．2 （1 0 0．0 ）

5　 月　 上 旬 0．0 （ － ） 3 2 5．5 （1 0 ロ．0 ） 0．0 （ － ） 5 2 5 ．5 （1 0 0．ロ ）

中　 旬 1 0．5 （ 2・7 ） 5 8 0．8 （9 7 5 ） 0．0　 （－ ） 5 9 1．1 （1 0 0．□）

下　 旬 1 5．0 （ 1・7 ） 7 5 0．9　 （9 8．5 ） 0．口 （－ ） 7 8 ま9 （1 8 8．0 ）

8　 月　 上 旬 4 ．7 （ 0．7 ） 占占5．7　 （9 9．5 ） 0．0　 （－ ） 8 7 D．4 （1 0 D＿0 ）

中　 旬 口．□ （ － ） 9 1 5＿7 （1 O D．0 ） 0．0　 （－ ） 9 1 5，7 （1 0 0．0 ）

下　 旬 5 1 5．8 （5 9 d ） 2 1 1＿8　 （4 0．2 ） 1．2 （0．2 ） 5 2 占．8 （1 0 0，0 ）

7　 月　 上　 旬 1 8 4．2 （9 5．1 ） 1 1．7 （ 5．9 ） 2 ．0 （1．0 ） 1 9 7．9 （1 0 ロ，0 ）

中　 旬 2 8 5．2 （9 5．8 ） 1 7 8　 （　 5 ．9 ） 1．0 （0．5 ） 5 0 4．D （1 0 0．0 ）

下　 旬 2 5 5 ．0 （1 0 0．0 ） 0，0 （ － ） 口．0 （ ≠ ） 2 5 5．0 （1 0 0．口）

表9　昭和45年4㌦7月に本県カツオ一木釣漁船によって漁獲されたビンナガマグロ

およびカツオの芦羊態

（単位：回）

ス　 ナ　 ム　 ラ 付　　　　　　　　　　　　　 物

ハ ネ群 素 群 ト リ付 函∴ 付 船 付 杢 付 サ メ付 鯨 付

4　月 上 旬 2 8

中 旬 5 【

下 乍〕 1 4

5　　 上 旬 2 2 4

中 旬 1 8 4 占 l

卜 旬 2 9 4 7

8　月 上 旬 2 1 1

1 1

1 8

4 8

占

中 旬 2 1 1 1

下 旬 1 占 5 4 2 4 1

7 月 上 旬　中 高 5 5 2 5 占 1

8 5 5 2 1 5 2

　」　 下 旬 5 1 1 5 0 1 る
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表10　昭利48年4－7月に本県カツオ一本釣漁船によって漁獲されたビンナガマグロ

およびカツオの許態

（単位：回）

三‾㌻二㌻　「　‾‾一 付　　　　　　　　　　　　物

短

句

ハネ群 素 群

8

トリ付　 l 餌 持 給　 付 木 付 サ メ付

1 2 l

1 5

毎 5 5 2 5

匂 2 5

8

8

1

2 5
1 l

毎

句

4 9 1

2 7 0 1

句

毎
2 1　 2 口

4 7 1

5 4 1 8 l

旬 2 2 9 ト　　　 5

旬

旬

旬

5

5

1

9

1

1 8

5

6

2 5 5

2 8

群を夜すのと対象的である。東北海域のカツオ群は他にサメ付・入札クジラ付群がみられる口この

ようなこと扉21昭和45年の群態の様子からも観察された。

触群探索は上記の群態等を手がかわとして行なわれるが，本県カツオ一本釣船と宮城県鴫とは，各

船，臼に4回の暗号交換を行なって漁模様を交換しあレ、，漁の当やはずれが大きくならないように協

力しあっている。従って，実際，海上で魚群探索を各般で行なう外に，“寄紺イすなわち，好漁場で

操業している棺の近くに上って行って操業すること，また，絶域（工に前記の漁場）へ向う間続けて

いる曳釣に魚がかかったのを手がか少として，操業をl謂始するという例がかなり多いようであるq一

九最近，魚群探知機がキ＝チした深い層での魚群を，辛抱強く酔まき等を行なって浮上させ・釣

鐘するというケ1スも出てきてレ、るようである。

第4章　　漁場水温について

彗1い12は，昭利42－48年の4小7月にかける本県カツオ一本釣胎の17：00にかける水

温を示したものである。このうちの主漁場の水温を示したものが図15であるが・これらをもとに主

に主漁場水温を各旬毎にかってみると，次のことが指摘される。

4．rL上旬の主漁場水掛ま20．2、一25・0°の年が多いQたゞ，昭和44年は18・2－1a5Cで他

の年よりも水温が低かった。これは卯年よ恒ヒ方の房総半島南に主漁場が形成されたためで・漁獲魚

は小型ビンナガマグロ（占小目KP）であった。この魚体のビンナガマグロは，西之島漁場の延長鮮

魚易の末端で漁獲やれる大きさと東北方漁場で漁獲されるものとの間に入る大きさであるQ
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図15－1　昭和42～48年4～5月の各句毎の主漁場水温

〔・』はカツオ漁場，⑲カツオ．ビンナガ混合漁場，他はビンナガ漁場）
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　 ①

㊦

　 し上）

①
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圧）

7 月上旬

7 月中旬

7 月下旬

図15－2　昭和42～46年8－7月の各旬毎の主漁場水温

（①仕ビンナガ漁場，、㊥カツオ，ビンナガ漁場，他はカツオ漁場）
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4月中旬は19．2－22．OCの水温値に主漁場が形成された。昭和42年は22・0－25・‘占Cと水

温が高かったが，この漁場よか約占0マイル北方では例年と同様の水温の漁場が形成されたが，漁は

あまカ良くなかった。

4月下旬の卯年の主漁場は20．2｝25・0てプで，4月上旬と似ていた。昭和45年は中旬からカツ

オの好漁場が房総半島沖に形成されてレ、たが，この漁場が下旬に浸ると，さらに房総半島に接近した。

そのため，水温は例年より低く，19d－20・4Cであった。

5月上旬沈例年，195－22・占このところに主漁場が形成されている。昭和45年は例年よりや

や南方に漁場が形成され，水温も22・1■㌦24－5Cと高かった。

5月中旬は1鼠2－22．0こ■に主漁場が形成され，水温は前句より低下する。

5月下旬の主漁場水温は18．1－21．4Cで，主に小型ビンナガマグロ（4、′・11Kダ）が漁獲され

た。

8月上旬になると，ビンナガマグロだけでなく，カツオも多く漁獲されはじめる。ビンナガマグロ

の主漁場水温は昭利42，45，44，48年では，1翼5－22・5Cと高く，魚体も7㌦17KFと

大きかった。一方，昭和45年は1B・5－195Cと水温が低く，魚体もまた，2－10Kクと′ト型で

あった。カツオ漁場は昭和44，45年にこの時期の主漁場を形成しているが，その水温は年によカ

漁場によって異覆れ‘日日－2口・5Cのところ，（20・7－22・4Cのところ，22・1し一25・9C

のところと）さまざ溝であった。また，昭和44年には，カツオとビンナガマグロの漁獲漁場が形成さ

れたが．そこでの水温は20・0－25■D Cであった。

占月中旬では，昭和42，45，45，4占年にビンナガマグロの好漁場がみられるが，柏和42

4㍉　45年の水温ま1R5－22・DCで比較的高温であったが，昭和4占年はこれらよカ低温で

175－20．d Cの水温のところに漁場が形成された。魚体は前者が7－15Kクであわ．後者が4－

1日晦であった。カツオ漁場の主漁場水温は20・0－25・O Cであった。

占月下旬の主漁場はほとんどカツオ漁とたわ，水温は20．1－25－dCであった。ビンナガ漁場は

昭和45，4d年に形成きれたが水温は21℃「前後で前句よカ高く，魚体も8－18軸で大型のもの

が漁獲された。

7月上旬は主漁場はすべてカツオ漁場とたる。水温は年によって男を少，昭和42，45年は1鼠0

｝20．8℃，昭和44，48年は28・5－25・0℃1，昭和45年は25・1㌦24・4℃であった。

7月上旬の主漁場は年によや，漁場によ力男在るが，昭和45，45年に形成された漁場では18．占

－21，OCと比額的低温な漁場であったが，昭和42，45，44年は20・0－25・5℃のやゝ高温

を漁場で漁穫される年が多いようである。昭和48年は好漁場が東北海域に見当らなかったため．北

緯24、一2占0　付近へ南下した。こゝでの水温は高く2管2・一50．5Cであった。

7月下旬は昭和42，45年には20．8し一22・DCであカ，昭和44，45年は20・8－25・2C

であった。昭利48年は中旬と同様刑年より南方に主漁場が形成され，水温も高く2見る、一50－5C

であった。

第5章　　　ビンナガマグロ，カツオの魚価推移について

図14は昭和4占年4㌦7月に那珂湊港魚市場に水揚げされた本県船，他県船のビンナガマグロの



魚価推移および（6憮津港魚市場に水揚げされたビンナガマグロの魚価推移を示したものであるq本県

船の魚価をみると，4月下旬に棒大があり，その後下降して再び7月中旬に極大となった後・せた下

降してハる。この形亡・i，水揚げきれたビンナガマグロの魚体と脚謁々係があるように思われる0すな

ゎち，魚体が大きければ魚価が高く，小さければ低い。同じ那珂湊掛て水揚げ亨れた他県船（ほとん

ど席知頻船）のものおよび焼津港水揚魚価等と比煉してみると・4・5月ごろは同価格が少し本県垢

の魚価が高いようであるが，占，．7月になると・これらの魚価の方が高い他格を示す0しかし・その

差はわずかであ＿り，これら三者の魚価は大同小異とみられるっ

上　　中　　下　　上　　中　　下　　上　　中　　卜　　　上　　面　　　下

旬　　旬　　匂　　旬　　旬　　旬　　句　　旬　　旬　　旬　　旬　　旬

・こ4　月）　　　　（5　月）　　　　（占　月）　　　　（7　月）

幽14・昭和‖2～4占年4～7月に水揚げされた郵珂顔港魚市場

（本腺船，、他県船）と焼津港魚市場でのビンナガ魚価の推移

図15は同じく唱和…年4－7月に那珂湊港魚市場に水揚げされた本県船と他県船（ほとんど高

知県舶）とのカツオ魚価を比較したものである仁4月頃他県船の魚価が400円／榊こも達する高価

格となるのは，カツオ魚価が鮮度・の良し悪しの影響をビンナガマグロよ少も鋭敏に受けることを示す

ものと思われる。

表から明らかをように他県船水棲のもの・は本県齢の2倍以1二の魚価を示すこともあれまた終始高

値で入札されている。その原因は，せず第一忙高知県船は本県船に比べて小型（59トカ軋始が多い）

であや，そのため一航海の所要ヨ数が短かく，鮮度があまや落ち帥うちに水揚げすることができる

ことが考えられるが，カツオの塀扱いが本別昌よりも慎重であることも見逃がせたレ理由と思われる。

本県船もその点見習わなけれ冊ら紬ところであーり，たゞ船を一大きくしノて鯨業効果をあけることだ

けではなく，漁柳の商品価値をも考えた漁船タイプと・いうことを合わせて検討することを新得した

、、二
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月

図15　昭利48年4－7月に水揚げされた那珂湊港魚市場

（本県船，他県舵）でのカツオ漁価の推移

第8章　　本県カツオー本　船の4～7月における漁場推移とビンナガマグ

ロの魚体推移について

5月末頃から卯年西之島東鮒こビンナガマグロに浮上郡があらわれ丁本県カツオ一本釣酌櫨そこを

出発点としてビンナガ漁を開始する。時髄が進むにつれて猟場は北＿上し．ある確肌こなるとカツオ漁

に移行してゆく。その漁場推移の詳細は，「茨城県カツオ一本鍔漁船の漁場僕層状ついて」かよぴ

（3）「昭和4日巨4－7に封ナる茨城県カツオ一本釣漁場の実射てついて」に記したが，それらを参考

に主漁場の推移を旬別に記すと次の通りである。

4月．l二旬の圭漁執ま，昭和42，45，44，45，4占年の過去5年間，年による多少の変動は

あるが，北緯280，東経1400　簡辺に形成される。魚体もまた各年はゞ同じで，12－18Kgの

大きさの年が多い。たゞし，昭和44年房総半島繭に形成された澱場（この旬の主漁場）は前述した

過少水温が低く，また，魚体（8、一11晦）も小さく，この時期としては特異な現象であったように

思われる。

4月中旬に入ると前句よりやも二1■LL．考】ろし叶揉JL上したt定職・て絶境が移動する年が多い。魚体は

この時期が竿的ビンナガマグロとしては，各年とも最も大きなものが倒産される時期であり，前句よ

少や＼大型の15し一20Kクのものが漁獲される。中でも昭和44年西之島周辺に形成された漁場では

2ロKPを越すビンナガマグロが卯年に比べて多く漁獲され，大きなものは29Kクのものもあった。せ



た，昭和45年には房総半島南150マイル周辺に好カツオ漁場が形成され，この旬の主漁場を形成

した。

4月下旬になると，西之島周辺漁場は年によβ異浸るが，北方，東北方，または東方へ移動する0

魚体は8㌦20旬と偏が広くなる。各漁場で漁獲される魚群をみると・大型の魚体のものは小型のも

のに比べ，・南側あるいは東側で漁獲されているq昭和4占年を列にとると，北側漁場で8－15晦の

漁獲されたのに対し，南側で10－17晦のものが漁獲された0また・昭和44年には11－28軸

のものが西側で漁獲されたのに対し，東側では10㌦17KPのものが漁獲されているGこのようなこ

とからビンナガマグロは小さなものから移勤しはじめるのではないかと考えられ，また，その原因は

小型のものが低い水温のところで漁獲されることから，水温に対する適応性によるのではないかと思

ゎれる。昭和45年には房総半島の崗東方50マイルのところに，カツオ，ビンナガマグロ混獲漁場

が形成された。主にカツオが漁獲されたが，これは前句のカツオ漁場の魚群が移動したものと考えら

れる。また，こゝで漁獲されたビンナガマグロの魚体は小一8Kクのものであーり・昭利44年4月上旬

に，房総半島南で漁獲されたものと似ていたけ

5月中旬は西之島周辺の漁場が北上，東北上しながら分散し，漁場範囲は拡大する0この匪長群と

考えられる漁場が北緯50－550，東径140－1450の線で囲まれる位置に形成され，附和42

45，45，…年にこの旬の主漁場が形成された口（昭和44年にもこの位置に漁場が形成された

が，漁場としては小さかった。）ここで漁獲された魚体は前句よ叫、型で8－18Kクのものであったq

ただし，昭和45年はこれよカやゝ大きく15－20晦のものが漁獲された。この時期になるとこの

評とは別に．大体東経150－1550，北緯52－58〇・のます目内に形成される小型ビンナガ

マグロ漁場（東北方漁場）へ進出する伽昭和44年以降・あらわれるようになった。昭和44年は北

緯520，東経1550周辺に4－8Kタの魚体の′」、型ビンナガマグロが漁獲され一この年の主漁場と

なった。昭和45年に北緯5dO，束径1490周辺に形成された漁場では4－8K官の魚体のものが

粗相された。昭和4‘年はこの旬にはたか西之島漁場の延長（詳）漁場が好漁であったため・東北方

漁場へは進出しなかった。

5月下旬のビンナガ漁場は，西之島漁場の延長漁場封よび東北方漁場の2つの漁場が形成されるq

過去5年間の実績をみると，昭和42，45，44　4（年に延長漁場が形成され，昭和42・45

年はこゝが主漁場となった。この漁場で漁獲される魚体は8㌦15KFのものが多いq昭和45年のこ

の旬の延長漁場での漁獲魚体ははじめのうち，15－20Kpのものであったが，そのうち10－15

軸のものとなれその後，西方群と東方群とに別れ，西方群は10－15軸・東方群は8－12桁の

ものが漁獲された。昭和44年は前句の房総半島南に形成されていた漁場が東北方に移勤し・d㌦15

Kクの魚体のものが漁獲された。また，前句その南に分散的に形成されていた漁場は・北緯520，東

径1440田辺に集中し，8－1dXPのものが漁獲されたっ一方・東北方漁場（小型ビンナガ漁場）

は，昭和44′和こは北緯540，東径1480周辺に形成され・魚体は最初5－一7Kgであったが・そ

の後7－1封晦のやゝ大型のものが漁獲された○昭和44年には北緯550・東径1520周辺に形

成され，4－11にクの魚体のものが漁確され，この旬の主漁場となったの（また・この偉直ではカツ

ォも漁獲された。）昭和45年は北緯5dO，東径1500雌辺にビンナガ漁場が形成され，はじめ

この漁場の西頂腔5岬8Kgのものが漁獲されたが，その後東催眠漁場はかたよカ5㌦15KPの魚体の



ものが漁獲されたq昭利48年皿北緯うら〇・東径1490度辺に鍼が雌細－この旬の主漁場

となった。なお，魚体は4－9軸のものであった0

6月1二句は前句とはゞ向様相酎て漁場が駆れてしる。西之島漁場の延長漁場では6－15軸の

魚体・のものが漁推される年が多・いつ各年紺べてみると，この旬の魚体は東径1450以耶浄雛

れたものは，東径1450以机漁削れた魚体よ頼太い。すなわち，抑45年北瞳5㌢，東

径1420周辺で漁獲封l朋体は7－15町であり・脚44年北緯540，綿1450周辺で

漁獲細た魚僻7－1咽であったのに対し，昭和42年北埠550・束径1ノ470で漁獲された

魚体はムー仁杓，昭和4鴨場550・束径1500周辺七漁獲された魚根占－15KPであ

束北方漁場は，昭利45I4細て形成された0昭和45軸・はじめ，前句と同じ北緯5占〇・

東径1520周辺で行紬れ，5し一15K？のものが漁獲されたnこの漁場が衰えた後・北緯570・

東径1580周辺の漁場へ移動し・こゝで再び4㌦15Kの魚体のものを漁獲したq昭和4棒は・

北縫580，東径1550間辺に漁場が形離れ・こゝで2－川宮のものが漁獲された。

ヵッォは昭和45，44年祝，ビンナガマグロと同漁場で漁獲された量が多い0昭和45軸ビ

ンナガ漁場の西側に形郎れ漁場位置は・北那50・東径1450周辺および北緯5dO，東径

d朋一旬に入るとビンナガ漁よ少も，カツオ漁の方が盛んになる年が多い0西之島漁場の延長漁場

は，昭和42，45，4錘に形成れその魚体はト14Kgであった0昭和42年は前句の漁場

が東方へ移動し，北緯55。，東径148、一1510闇辺状形成されたn（この漁場ではカツオも漁

獲された。）昭和45如やは摘旬の漁勧棟郡移動し，北緯52。，東径1480閑に形成

細た。（この漁場でもまた，カツオが漁削れたつ）昭和4錘は前句の漁場が北上し・北緯58D

東径150。周辺に形成され・魚体は5－15Kgで争った。ここでの水配は18・7㌦20・6℃と低く

西之島延長群と考えるには，ヤゝ間領があるように思われる¢

東北万漁場は，昭和45・4細こ形成され一昭和45年は前句の東方に移動し・北那50，東

径1540周辺に形成：：1リ魚体は5㌦15にクであった0唱和4錘も前句からみて，やゝ東方の位

置（北緯580，東径15占0）に形成され，魚体は2－12Kgであった0

ヵヅオ漁場は，各年，前句の漁場から東北方に移動した任那形成された－〕昭和42年は・北緯

550，東径151。閻辺と北酎40，東径144。周辺に形成された0昭和44，4㌢年はほゞ・

同じよう碓酢主漁場（北緯58′570，東径148。周辺）が形成された0なお，粥和45年

はこの位置でビンナガマグロ（8－15Kクのもの）も漁獲された0

8月下旬になるとビンナガマグロは各年ほとんど漁獲されていないの昭和4む牢は前句の西之島漁

場の喧良漁場と考えられる漁場で一前句よ頼型の2㌦12KPのビンナガマグロが漁獲されたけまた

北緯540，東径1490周辺で漁は少如一つたが・8㌦17晦のビンナガマグロが漁獲された∩

この旬のカツオ漁場は各年漁場が異なるが，前句と比べるとあ、ま相場の移動はなく・ヤゝ束北

方へ移動した程鮭である0脚45・4錘は前句までビンナガマグロが主体であったが・昭利45

触北緯58。，東径1440周辺および北酎20，乗径1500闇辺に，昭和4締ま北節580

東径1500闇辺にカツオ漁場が形成され・この旬の主漁場となったっ
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7月上旬は，昭和44，4占年にわずかではあるがビンナガ漁場が形成された。昭和44年は北緯

580，東径1510周辺（水温21．0－21．8C）で5㌦5Kgのものが漁獲きれた。また，昭和

4占年は北緯550，束径154D周辺（水温25・8－25．0℃）で，1D－1dKpのビンナガマグ

ロが漁博された。

7月中旬は，漁楓・：土すべてカツオ漁場とな少，前句と比敵すると猟場は北上せたは，東北上してし1

る年が多い。昭和4山草は．例年形成される東北海域では漁が不漁なため，漁場は南下し，北緯250

乗径1410　周辺および北緯240，東径1580　筍辺に形成されたn・

7月下旬のカツオ漁場は，さらに前句の漁場から北上ある叫は東北上する。北緯400　線周辺に主

漁場が形成される年が多レ㍉昭和4占年は前句の漁場（北緯240，東径1580周辺）で操業が行

なわれた。

要　　　約

以上のことから，次のようなことが本県カツオ一本釣漁船漁業（場）の実態として指摘される。

1．近海ビンナガマグロ漁は5月下旬に最盛期を迎える年が多レへ。

2・ビンナガ漁の衰退に伴なってカツオ漁が拍頭するが，両者は5月（そのうちでも上旬が多い㌦）

にその漁獲量が同じ程度となる。

5・近海カツオ漁は8月下旬に最盛期を迎える年が多い。

4・170－190トン型船から24D－500トン型船へと大型化しつつあるが，胎教は年長減少

している。

5・カツオおよびビンナガマグロの群態は鳥付き群が最も多く．ビンナガマグロ群の特徴としてはハ

ネ群が多いこと，また東北海域でのカツオ群の特徴としては素群が多いことがあげられる。

d・カツオは広適温性（20℃■以下から50℃以上の水温の漁場で漁獲される。）であるのに対し，

ビンナガマグロは狭適温性であって，そのうちでも小型ビンナガ（4－9鞄）は低温（17－20

C）を好み，大型ピンナガ（8－20K9）は高温（19－25℃）を好む。

ス　ビンナガマグロは同時期におし1ては，大型魚は南側，西側に分布し，小型魚は北側，東側に分布

する。

a　昭和48年4㌦7月において榔珂湊港に水揚げされたカツオについてみると，本県船の魚価は他

県船（高知県船）のものに比べて安く，2分の1以下の時もある。

見　本原職の漁獲するビンナガマグロは．西之島固辺漁場グループのものと東北方漁場グループのも

のとに分けられる。

10．■西之島周辺漁場グループのビンナガマグロは4月からd月の時期ほで東北上する。

11・ビンナガマグロは4月中旬，西之島国辺で漁獲されるものが最も魚体が大きく，その後，時期が

進むほつれて小型となる。

12・西之島周辺漁場グループのビンナガマグロは大型であ少，漁獲水温も高く，また漁初期に漁獲さ

れるのに対し，東北方漁場グループのものは小型であり，漁確水温も低く，前者の漁確が終漁に近

づいた頃から始まる。

15・近海ピンナガ漁場は年と共に遠方化される傾向にある。（近海カツオ漁場も同様である。）
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